
地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー

▼
東
日
本
大
震
災
で
一

躍
そ
の
活
動
が
評
価
さ

れ
て
き
た
消
防
団
で
す

が
、
あ
な
た
の
知
ら
な

い
所
で
消
防
団
は
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
今
月
か
ら
2
回

に
わ
た
り
、
皆
さ
ん
の

地
域
で
活
躍
し
て
い
る

消
防
団
員
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

消
防
団

第
２
部

▼
長
嶺
区
・
久
保
田
区
・
坂
崎
区
で
構
成
。
副
分

団
長
１
人
、
部
長
１
人
、
班
長
２
人
、
団
員
14
人

の
計
18
人
。
坂
崎
区
地
内
に
詰
所
が
あ
り
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
４
月
に
地
元
の
先
輩
の
勧
め

で
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

　

初
め
の
こ
ろ
は
、
先
輩
団
員
に
指
示
さ

れ
た
事
を
行
う
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た

が
、
活
動
を
重
ね
る
た
び
に
地
域
を
守
る

消
防
団
員
と
し
て
の
意
識
も
少
し
ず
つ
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
は
地
域
の
同
世
代
の
仲

間
で
訓
練
や
活
動
を
す
る
の
で
、
ほ
か
に

は
無
い
強
い
絆
も
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
消
防
団
の
大
変
そ
う
な
イ
メ
ー

ジ
だ
け
が
先
行
し
、
新
た
な
仲
間
の
確
保

に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
消
防
団
の
重
要
性
と
消
防
団
の

持
つ
魅
力
を
地
域
に
伝
え
、
地
域
と
共
に

消
防
団
の
維
持
・
発
展
に
努
め
て
い
き
た

い
で
す
。

▼
大
草
区
・
高
力
区
で
構
成
。
分
団
長
１
人
、

部
長
２
人
、
班
長
１
人
、
団
員
13
人
の
計
17
人
。

大
草
区
地
内
に
詰
所
が
あ
り
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

鈴
す ず き

木 幸
ゆきのり

紀さん（29）
JA あいち三河勤務

▲昨年度の消防団競錬会で総合優勝しました！

第
１
部

第
１
分
団
　
分
団
長
の
コ
メ
ン
ト

町
の
北
部
に
あ
る
地
域
を

管
轄
と
し
て
い
ま
す
。

第
１
分
団
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第
１
部

▼
荻
区
・
芦
谷
区
・
幸
田
区
・
桜
坂
区
で
構
成
。

分
団
長
１
人
、
部
長
１
人
、
班
長
２
人
、
団
員

16
人
の
計
20
人
。
芦
谷
区
地
内
に
詰
所
が
あ
り
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

第
２
部

▼
鷲
田
区
・
新
田
区
・
岩
堀
区
・
横
落
区
で
構
成
。

副
分
団
長
１
人
、部
長
２
人
、班
長
１
人
、団
員
16

人
の
計
20
人
。
岩
堀
区
地
内
に
詰
所
が
あ
り
、小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

第
２
分
団
　
分
団
長
の
コ
メ
ン
ト稲

いなよし

吉　勉
つとむ

さん（29）
自営業（農業）

　

私
は
幸
田
町
特
産
の
イ
チ
ゴ
を
生
産
し

て
い
る
農
家
で
す
。
経
営
者
で
あ
る
父
も

消
防
団
員
を
経
験
し
て
お
り
、
理
解
と
協

力
が
あ
っ
て
23
歳
の
時
に
入
団
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

先
輩
団
員
に
一
か
ら
指
導
し
て
も
ら
い
訓

練
や
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
７
年
目

を
迎
え
る
今
で
は
、
第
２
分
団
総
員
40
人

を
ま
と
め
、
指
導
し
、
ま
た
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
責
任
の
あ

る
立
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
新
入
団
員
の
確
保
に

大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
第
２
分
団

に
所
属
す
る
団
員
の
ほ
と
ん
ど
は
会
社
員
で

す
が
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
も
っ
と
地
域
と
消
防
団
が
共
に
協
力

し
合
え
る
よ
う
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

▼
火
災
を
想
定
し
た
実
践
操
法

直
前
の
車
内
。
選
手
の
顔
に
は

緊
張
感
が
漂
う
。
一
カ
月
の
訓

練
に
耐
え
、
失
敗
が
許
さ
れ
な

い
雰
囲
気
の
中
、
一
発
勝
負
の

「
本
番
」
に
す
べ
て
を
賭
け
る
。

町
の
中
央
お
よ
び
東
部
に
あ
る

地
域
を
管
轄
と
し
て
い
ま
す
。

第
２
分
団

問
合
せ　

消
防
署　

庶
務
課
庶
務
Ｇ

 

☎
６
３
ー
０
１
１
９
（
内
線
２
０
４
）
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